
























































sedens de manibus suis summitates de ligno sancto premet,（司教は座っ






























本文の 24章以降に頻繁に見られる 「復活教会」、 「殉教者記念堂」、「十
字架像」などはキリストが処刑されたゴルゴタの丘と考えられている場所
に建てられた 「聖墳墓教会」と現在呼ばれている一画にある建造物である。
本書はラテン語・フランス語対訳本 (Journalde Voyage, Les Edition du 





































































































































































































































































































































































































































































































































にギリシャ語で cepos tu agiu iohanni注68と呼ばれています。つ













































































































































































































































































































































































































































































































































































































































工ゲリ ア巡礼記 125 
レオナにある、つまりオリーブ山にある教会に行っているようにするため
です。そこには主が教えを説いていた洞窟があります。





























































































































































































































































































































































































































































注 1 （旧）民数記 I I章34節
注2 （旧）出エジプト記 2 4章 18節
注3 （旧） 出エジプト記 3 2章
注4 （旧）出エジプト記 3章
注5 （旧） 出エジプト記 1 9章 18~2 0節、24章 I6節
注6 シナイ半島の端にある山塊のどの部分をシナイ山と呼ぶかは諸説がある。ここ
ではその山塊の中で一番高い峰をシナイ山としている。
注7 当時は日の出が第 1時、日の入りが第 I2時であった。第4時は大体現在の午
前 I0時頃。夜も 12時間に分けられていた。従って昼夜とも 1時間の長さは
季節によって違っていた。




注 12 （旧）出エジプト記 17章6節
注 13 （旧）列王紀上 I9章9節











注25 （旧）民数記］ ］章 ]~3節
144 
注 26 （旧）出エジプト記 I6章 I3~ I 4節
注27 （旧）民数記9章 1~5節
注28 （旧）出エジプト記 40章 I7節
注29 欠落している前の部分で述べられていると思われる。
注 30 （旧）民数記 I0章 I2節
注 31 （旧）創世記46章34節、 47章6節
注 32 （旧）出エジプト記 I4章2節
注33 （旧）出エジプト記 I4章 I0節
注 34 （旧）出エジプト記 I3章20節
注 35 （旧）出エジプ ト記 I2章37節
注 36 （旧）出エジプト記 I2章 43節
注37 （旧）創世記 46章29節
注 38 （旧）創世記 47章 6節
注 39 ラテン語とギリシャ語の混じった表現。 正しくは、 ◊ev◊pov ci入祇0aag
注 40 民数記］ 3章 22節にゾアルの名で出てくる。タニスはギリシャ語名。聖書は
モーセがタニスで生まれたとははっきり書いていない。
注4I Aelia Capitolinaのこと。Aeliaはエルサレムを再典したロ ーマ皇帝 Aehus
Hadrian usから。 Capitolinaはジュピターの神殿CapitoIi umから。
注 42 （旧）申命記 32章 49~50節
注 43 （旧）ヨシュア記3~4章
注 44 （旧）ヨシュア記22章 I0~3 I節
注 45 ローマの初代皇帝アウグストゥスの 2番目の妻リビアに因んで、ヘロデ・アン
テイパスが付けた名で、（旧）ヨシュア記 I3章27節に出てくるベテハラム
のこと。
注 46 （旧）申命記 34章 8節 40日間ではなく、 30日間とある。
注 47 （旧）申命記 34章9節
注 48 （旧）申命記 3I章 24節
注 49 (1日）申命記 3I章 30節～ 32章 43節
注 50 （旧）申命記 33章





注 55 ラテン語では Segor
注56 （旧）創世記 I4章2節、申命記34章 3節
注57 （旧）創世記 I9章26節
注 58 （旧）民数記 2I章 26節、申命記 29章 7節
注 59 （旧）民数記 2I章33節、申命記 3章 I0節
注 60 ネボ山の南にあると思われる。
注 61 （旧）民数記 23章 I4節
注 62 ウヅのこと。場所は諸説がある。（旧）ヨブ記］章 1節
注 63 （旧）創世記 36章 32節
注64 位置不明
注 65 （旧）創世記 I4章 I8節
注 66 （旧）創世記 ］4章 l7 ~ l 8節
注 67 （新）ヨハネ伝 3章 23節、アエノンの位置は不明。
注 68 而7t0gてOU句んou'lcoo:vou
注69 (1B)列王記上 I7章 l節
注70 （旧）士師記 l2章 7節
注71 （旧）列王記上 I7章3~6節
注72 （旧）創世記 I5章 I8節
注 73 （旧）創世記 I2章 l節、だだしここにはハランの名は出てこない。
注74 (1B)創世記 24章 l5節
注75 両端の日も数える。
注76 （旧）創世記 Il章 3I節
注 77 （旧）創世記 24章 22~23節





注82 （旧）創世記 11章 28節
注83 （旧）創世記29章 I0節
注 84 （旧）創世記3I章 I9節
注85 aputactitae.ギリシャ語の anoてami1atから。俗人と修道者の中間的生活を
していた人々。
注 86 （新）コリント後書 I2章 3節
注87 入molk6v，ぷxvog（明かり）から来ている。
注 88 （新）マタイ伝 2I章 9節
注 89 ベタニアにある聖ラザロの復活を記念する教会。
注90 幼児の奉献記念日 （新）ルカ伝 2章 32節
注 91 I月6日
注 92 （新）ルカ伝 2章22~38節
注 93 ここではミサのこと。
注 94 fop'IT¥（祭）の複数形で topmiであろう。
注 95 （新）ヨハネ伝 I1章 29~30節
注 96 （新）ヨハネ伝 I2章 l節
注97 ギリシャ語もAfJ.tWV（オリーブ園）から。
注 98 ギリ シャ語のむ p(J)μip（祭壇で）から来ているとも、あるいはセム系のbamah
から来ているとも言われている。具体的には昇天教会のことである。
注 99 （新）マタイ伝 2I章 8~9節
注 100 大体午後7時頃。
注 101 （新）マタイ伝24章 4節
注 102 （新）マタイ伝 26章 14~ I 5節
注 103 福音書にははっきりした記述はない。
注 104 （新）ルカ伝22章 4I節
注 105 （新）マルコ伝 I4章 38節
注 106 （新）マタイ伝 27章 2節
注 107 大体午前8時頃。
注 108 （新）ヨハネ伝 I9章 30節
注 109 （新）ヨハネ伝 I9章 38~4 2節
エゲリア巡礼記 147 
注 110 （新）ヨハネ伝20章 19~25節
注 111 （新）ヨハネ伝20章26~29節
注 112 過越祭から 50日目に祝われるユダヤ人達の祭。五旬節。
注 113 （新）マタイ伝 28章］ ～ I 0節、マルコ伝 I6章 1~8節、ルカ伝 24章 1
~ 1 2節、ヨハネ伝20章 I~1 8節
注 114 （新）使徒言行録2章 1~ 1 2節
注 115 この文と前の文との関係が混乱しており、明らかではない。
注 116 （新）マルコ伝 16章 19節、ルカ伝24章50~53節
注 117 （新）使徒言行録］ 章6~ 1 1節
注 118 ローマ軍の駐屯地で市の立つ通りのことだが、ここではエルサレムを南北に走
る大通り。
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